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学校における防災教育

学校における防災教育指導資料
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第２章

学校における防災教育
１　学校における防災教育のねらい

１�　災害時における危険を認識し、日常的な備えを行うとともに、状況に応じて、的確な判断の下
に、自らの安全を確保するための行動ができるようにする。
２�　災害発生時及び事後に、進んで他の人々や集団、地域の安全に役立つことができるようにする。
３�　自然災害の発生メカニズムをはじめとして、地域の自然環境、災害や防災についての基礎的・基
本的事項を理解できるようにする。

２　校種別の防災教育の重点

１　小　　学　　校
（１）低学年では、教員や保護者など近くの大人の指示に従うなど適切な行動ができるようにする。
（２�）中学年では、災害のときに起こる様々な危険について知り、自ら安全な行動ができるようにす

る。
（３�）高学年では、日常生活の様々な場面で発生する災害の危険を理解し、安全な行動ができるよう
にするとともに、自分の安全だけでなく他の人々の安全にも気配りができるようにする。

２　中　　学　　校
　小学校での理解を更に深め、応急処置の技能を身に付けたり、防災への日常の備えや的確な避難行
動ができるようにするとともに、学校、地域の防災や災害時のボランティア活動の大切さについて理
解を深める。

３　高　等　学　校
　自らの安全の確保はもとより、友人や家族、地域社会の人々の安全にも貢献しようとする態度や応
急処置の技能等を身に付け、地域の防災活動や災害時のボランティア活動にも積極的に参加できるよ
うにする。

４　特別支援学校
　幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずるとともに、児童生徒の障害の状態、発達段階、特性
等及び地域の実態等に応じて各学校で重点を設定する必要がある。



12 13

３　小・中・高・特別支援学校の学習指導要領における防災に関する主な内容

小

　
　
　学

　
　
　校

教　　　科 特 別 活 動 総合的な学習の時間 特別支援学校（知的障害）道　　　徳

中

　
　
　学

　
　
　校

高

　等

　学

　校

学校安全計画に位置付け、学校の教育活動全体を通じた防災教育の充実

児童・生徒の防災意識及び防災対応能力の向上

＜生活科１，２年＞
○安全な登下校
○地域での安全な生活
○公共物や公共施設の安全な
利用
＜社会科３，４年＞
○地域社会における災害及び
事故防止
＜社会科５年＞
○自然災害の防止
＜理科５年＞
○流水の動き
○天気の変化
＜社会科６年＞
○我が国の政治の働き
＜理科６年＞
○土地のつくりと変化
＜体育５，６年＞
○けがの防止

＜１，２年＞
○健康や安全に気をつける
○身近にいる人に温かい心で
接し、親切にする
○生きることを喜び、生命を大
切にする心をもつ
○約束やきまりを守る
＜３，４年＞
○相手を思いやり、進んで親
切にする
○生命の尊さを感じ取り、生
命あるものを大切にする
○約束や社会のきまりを守り、
公徳心をもつ
＜５，６年＞
○人々の日々の生活が支え合
いや助け合いで成り立ってい
ることに感謝する
○生命がかけがえのないもの
であることを知り、自他の生命
を尊重する
○身近な集団に進んで参加
し、協力して主体的に責任を
果たす

＜学級活動＞
○日常の生活や学習への適応
及び健康安全

＜児童会活動＞
○異年齢集団による交流

＜学校行事＞
○健康安全・体育的行事
　・避難訓練
　・防災教室
○遠足・集団宿泊的行事
　・修学旅行（防災関連施設
等の見学）
　・自然体験学習
○勤労生産・奉仕的行事
　・ボランティア活動

○横断的、総合的な課題及び
地域や学校の特色に応じた課
題についての学習活動

（例）
・「雪害・風水害マップを作ろ
う」

・「津波が来たらどうする？
～シミュレーション～」

・家庭での防災への備えにつ
いて考えよう

・「冬道の危険な場所マップ
を作ろう」（特別支援学校）

＜社会科（地理的分野）＞
○日本の様々な地域
　・自然災害と防災への努力
○日本の様々な地域
　・地域の自然災害に応じた
防災対策
＜理科（第２分野）＞
○大地の成り立ちと変化
　・火山と地震
○気象とその変化
　・前線の通過と天気の変化
○自然と人間
　・自然の恵みと災害
＜保健体育＞
　・傷害の防止についての理
解
＜技術家庭科（家庭分野）＞
○衣生活・住生活と自立
　・家族の安全を考えた室内
環境の整え方

○温かい人間愛の精神を深
め、他の人々に対し思いやり
の心をもつ

○生命の尊さを理解し、かけ
がえのない自他の生命を尊重
する

○奉仕の精神をもって、公共
の福祉と社会の発展に努め
る。

○地域社会の一員としての自
覚をもつ

＜学級活動＞
○適応と成長及び健康安全

＜生徒会活動＞
○異年齢集団による交流
○ボランティア活動などの社
会参加

＜学校行事＞
○健康安全・体育的行事
　・避難訓練
　・防災教室
○遠足・集団宿泊的行事
　・修学旅行（防災関連施設
等の見学）
　・自然体験学習
○勤労生産・奉仕的行事
　・ボランティア活動

○横断的、総合的な課題及び
地域や学校の特色に応じた課
題についての学習活動

（例）
・大地震の後、あなたがとる
べき行動は…「TSUNAMI」

・突然の大雨に遭ったら？

・「地震大国日本」～その時あ
なたは…

・「火事になったらどうする？」
（特別支援学校）

＜地理歴史（地理A）＞
○生活圏の諸課題の地理的考
察
　・自然環境と防災
＜理科（科学と人間生活）＞
○人間生活の中の科学
　・身近な自然景観と自然災
害
＜理科（地学基礎）＞
○変動する地球
　・活動する地球
　・地球の環境
＜理科（地学）＞
○地球の概観
　・地球の内部構造
○地球の活動と歴史
　・地球の活動
○地球の大気と海洋
＜保健体育（保健）＞
○現代社会と健康
　・応急手当
＜家庭（家庭基礎）＞
○生活の自立及び消費と環境
　・住居と住環境

＜学級活動＞
○適応と成長及び健康安全
　・ボランティア活動の意義
の理解と参画
　・生命の尊重と安全な生活
態度や規則ある習慣の確立

＜生徒会活動＞
○異年齢集団による交流
○ボランティア活動などの社
会参加

＜学校行事＞
○健康安全・体育的行事
　・避難訓練
　・防災教室
○遠足・集団宿泊的行事
　・修学旅行（防災関連施設
等の見学）
　・自然体験学習
○勤労生産・奉仕的行事
　・ボランティア活動

○地域や学校の特色、生徒の
特性等に応じた横断的・総合
的な課題についての学習活動

（例）
・家庭内DIG

・避難所運営ゲーム「HUG」

・災害時のボランティア活動
について考えよう

・「地震の時に気をつけるこ
と」（特別支援学校）

【小学部】
＜生活科＞
○健康・安全
　・危険防止
　・避難訓練
○手伝い・仕事
　・戸締まり
○きまり
　・学校のきまり
　・日常生活のきまり
　・マナー
○社会の仕組み
　・社会の様子
○公共施設
　・公共施設の利用
　・交通機関の利用　等

【中学部】
＜社会科＞
○集団生活ときまり
○公共施設
○社会の出来事
○地域の様子や社会の変化
＜社会科＞
○人体
○事物や機械
○自然　等
＜職業・家庭＞
○道具・機械等の取扱いや安全・衛
生
○家庭に関する基礎的な事項
○情報　等

【高等部】
＜社会科＞
○きまり
○公共施設
○我が国の地理・歴史
＜理科＞
○人体
○事物や機械
○自然　等
＜職業科＞
○道具・機械等の取扱いや安全・衛
生
○機械・情報機器　等
＜家庭科＞
○家庭生活に関する事項　等

【各学部共通】
＜社会科＞
○健康の保持
○心理的な安定
○人間関係の形成
○環境の把握
○身体の動き
○コミュニケーション

※各教科等を合わせて指導を行うな
ど、知的障害のある児童生徒の学習上
の特性等を踏まえて指導する。
※道徳、特別活動及び総合的な学習
の時間については、障害等に配慮しな
がら、小学校、中学校及び高等学校に
準じた内容を指導する。
※小中学校等に準じた教育課程を編
成する特別支援学校においては、障害
等に配慮しながら、幼稚園、小学校、中
学校及び高等学校に準じた内容を指
導する。
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� ※関連部分はアンダーライン
小学校低学年（１・２年生）

教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

生　
　
　
　
　

活

⑴�　自分と身近な人々及び地域の
様々な場所、公共物などとのか
かわりに関心をもち、地域のよ
さに気付き、愛着をもつことが
できるようにするとともに、集
団や社会の一員として自分の役
割や行動の仕方について考え、
安全で適切な行動ができるよう
にする。

⑴�　学校の施設の様子及び先生な
ど学校生活を支えている人々や
友達のことが分かり、楽しく安
心して遊びや生活ができるよう
にするとともに、通学路の様子
やその安全を守っている人々な
どに関心をもち、安全な登下校
ができるようにする。

　安全を守っている施設や人々に
は、子ども110番の家や登下校の
安全を見守る地域ボランティアの
人などが想定できる。なお、安全
については、自然災害、交通災
害、人的災害の三つの災害に対す
る安全確保に配慮することが必要
である。

道　
　
　
　
　

徳

　道徳教育の目標は、第１章総則
の第１の２に示すところにより、
学校の教育活動全体を通じて、道
徳的な心情、判断力、実践意欲と
態度などの道徳性を養うこととす
る。
道徳の時間においては、以上の道
徳教育の目標に基づき、各教科、
外国語活動、総合的な学習の時間
及び特別活動における道徳教育と
密接な関連を図りながら、計画
的、発展的な指導によってこれを
補充、深化、統合し、道徳的価値
の自覚及び自己の生き方について
の考えを深め、道徳的実践力を育
成するものとする。

１ 主として自分自身に関すること
⑴�　健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、身の回りを整え、
わがままをしないで、規則正しい生活をする。

２ 主として他の人とのかかわりに関すること
⑵�　幼い人や高齢者など身近にいる人に温かい心で接し、親切にす
る。
⑷�　日ごろ世話になっている人々に感謝する。

３ 主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
⑴�　生きることを喜び、生命を大切にする心をもつ。

４ 主として集団や社会とのかかわりに関すること
⑴�　約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にする。
⑵�　働くことのよさを感じて、みんなのために働く。

特　

別　

活　

動

学　

級　

活　

動

　学級活動を通して、望ましい人
間関係を形成し、集団の一員とし
て学級や学校におけるよりよい生
活づくりに参画し、諸問題を解決
しようとする自主的、実践的な態
度や健全な生活態度を育てる。

　学級を単位として、仲良く助け
合い学級生活を楽しくするととも
に、日常の生活や学習に進んで取
り組もうとする態度の育成に資す
る活動を行うこと。
〔共通事項〕
⑵�　日常の生活や学習への適応及
び健康安全
カ�　心身ともに健康で安全な生活
態度の形成

　安全指導としては、防犯を含め
た身の回りの安全、交通安全、防
災など、自分や他の生命を尊重
し、危険を予測し、事前に備える
など日常生活を安全に保つために
必要な事柄を理解し、進んできま
りを守り、危険を回避し、安全に
行動できる能力や態度を育成する
などの内容が考えられる。
　なお、保健指導や安全指導につ
いては、関係団体等の協力を得て
実施される健康教室、防犯教室、
交通安全教室、避難訓練などの学
校行事と関連付けて指導を行うこ
とが重要である。

学　

校　

行　

事

⑶　健康安全・体育的行事
ア�　健康安全・体育的行事のねら
い
　心身の健全な発達や健康の保持
増進などについての関心を高め、
安全な行動や規律ある集団行動の
体得、運動に親しむ態度の育成、
責任感や連帯感の涵養、体力の向
上などに資するような活動を行う
こと。

　健康安全・体育的行事には、健
康診断や給食に関する意識を高め
るなどの健康に関する行事、避難
訓練や交通安全、防犯等の安全に
関する行事、運動会や球技大会等
の体育的な行事などが考えられ
る。

イ　実施上の留意点
イ�　避難訓練など安全に関する行
事については、表面的、形式的
な指導に終わることなく、具体
的な場面を想定するなど適切に
行うことが必要である。特に、
交通安全指導や防犯指導につい
ては、新入学児に対して学年当
初に日常の安全な登下校ができ
るよう適切な指導を行うように
する。
　�　なお、遠足・集団宿泊的行事
における宿泊施設等からの避難
の仕方や安全などについて適宜
指導しておくことも大切である。
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小学校中学年（３・４年生）

教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

社　
　
　
　
　

会

⑴�　地域の産業や消費生活の様
子、人々の健康な生活や良好な
生活環境及び安全を守るための
諸活動について理解できるよう
にし、地域社会の一員としての
自覚をもつようにする。

⑷�　地域社会における災害及び事
故の防止について、次のことを
見学、調査したり資料を活用し
たりして調べ、人々の安全を守
るための関係機関の働きとそこ
に従事している人々や地域の
人々の工夫や努力を考えるよう
にする。
ア�　関係機関は地域の人々と協力
して、災害や事故の防止に努め
ていること。
イ�　関係の諸機関が相互に連携し
て、緊急に対処する体制をとっ
ていること。

　内容の⑷の「災害」については、
火災、風水害、地震などの中から
選択して取り上げ、「事故の防止」
については、 交通事故などの事故
防止や防犯を取り上げるものとす
る。

道　
　
　
　
　

徳

　道徳教育の目標は、第１章総則
の第１の２に示すところにより、
学校の教育活動全体を通じて、道
徳的な心情、判断力、実践意欲と
態度などの道徳性を養うこととす
る。
　道徳の時間においては、以上の
道徳教育の目標に基づき、各教
科、外国語活動、総合的な学習の
時間及び特別活動における道徳教
育と密接な関連を図りながら、計
画的、発展的な指導によってこれ
を補充、深化、統合し、道徳的価
値の自覚及び自己の生き方につい
ての考えを深め、道徳的実践力を
育成するものとする。

２　主として他の人とのかかわりに関すること
⑵　相手のことを思いやり、進んで親切にする。
⑶　友達と互いに理解し、信頼し、助け合う。

３　主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
⑴　生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。

４　主として集団や社会とのかかわりに関すること
⑴　約束や社会のきまりを守り、公徳心をもつ。
⑵　働くことの大切さを知り、進んでみんなのために働く。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　横断的・総合的な学習や探究的
な学習を通して、自ら課題を見付
け、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、よりよく問題を解決す
る資質や能力を育成するととも
に、学び方やものの考え方を身に
付け、問題の解決や探究活動に主
体的、創造的、協同的に取り組む
態度を育て、自己の生き方を考え
ることができるようにする。

　各学校においては、第１の目標
を踏まえ、各学校の総合的な学習
の時間の内容を定める。

⑸�　学習活動については、学校の
実態に応じて、例えば国際理
解、情報、環境、福祉・健康な
どの横断的・総合的な課題につ
いての学習活動、児童の興味・
関心に基づく課題についての学
習活動、地域の人々の暮らし、
伝統と文化など地域や学校の特
色に応じた課題についての学習
活動などを行うこと。

【活動例】
・地域の防災マップを作成し防災
意識を高める。
・地域の災害を調査し学習する。

特　

別　

活　

動

学　

級　

活　

動

　学級活動を通して、望ましい人
間関係を形成し、集団の一員とし
て学級や学校におけるよりよい生
活づくりに参画し、諸問題を解決
しようとする自主的、実践的な態
度や健全な生活態度を育てる。

　学級を単位として、協力し合っ
て楽しい学級生活をつくるととも
に、日常の生活や学習に意欲的に
取り組もうとする態度の育成に資
する活動を行うこと。
〔共通事項〕
⑵�　日常の生活や学習への適応及
び健康安全
カ�　心身ともに健康で安全な生活
態度の形成

　安全指導としては、防犯を含め
た身の回りの安全、交通安全、防
災など、自分や他の生命を尊重
し、危険を予測し、事前に備える
など日常生活を安全に保つために
必要な事柄を理解し、進んできま
りを守り、危険を回避し、安全に
行動できる能力や態度を育成する
などの内容が考えられる。
　なお、保健指導や安全指導につ
いては、関係団体等の協力を得て
実施される健康教室、防犯教室、
交通安全教室、避難訓練などの学
校行事と関連付けて指導を行うこ
とが重要である。
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災
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

特　

別　

活　

動

学　

校　

行　

事

⑶　健康安全・体育的行事
ア�　健康安全・体育的行事のねら
い
　心身の健全な発達や健康の保持
増進などについての関心を高め、
安全な行動や規律ある集団行動の
体得、運動に親しむ態度の育成、
責任感や連帯感の涵養、体力の向
上などに資するような活動を行う
こと。

　健康安全・体育的行事には、健
康診断や給食に関する意識を高め
るなどの健康に関する行事、避難
訓練や交通安全、防犯等の安全に
関する行事、運動会や球技大会等
の体育的な行事などが考えられ
る。

イ　実施上の留意点
イ�　避難訓練など安全に関する行
事については、表面的、形式的
な指導に終わることなく、具体
的な場面を想定するなど適切に
行うことが必要である。特に、
交通安全指導や防犯指導につい
ては、新入学児に対して学年当
初に日常の安全な登下校ができ
るよう適切な指導を行うように
する。
　�　なお、遠足・集団宿泊的行事
における宿泊施設等からの避難
の仕方や安全などについて適宜
指導しておくことも大切である。

小学校高学年（５・６年生）

教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

社　
　
　
　
　

会

５　

年　

生

⑴�　我が国の国土の様子、国土の
環境と国民生活との関連につい
て理解できるようにし、環境の
保全や自然災害の防止の重要性
について関心を深め、国土に対
する愛情を育てるようにする。

⑴�　我が国の国土の自然などの様
子について、次のことを地図や
地球儀、資料などを活用して調
べ、国土の環境が人々の生活や
産業と密接な関連をもっている
ことを考えるようにする。
エ�　国土の保全などのための森林
資源の働き及び自然災害の防止

　内容の⑷については、次のとお
り取り扱うものとする。
イ�　イについては、情報ネット
ワークを有効に活用して公共
サービスの向上に努めている教
育、福祉、医療、防災などの中
から選択して取り上げること。

６　

年　

生

⑵�　日常生活における政治の働き
と我が国の政治の考え方及び我
が国と関係の深い国の生活や国
際社会における我が国の役割を
理解できるようにし、平和を願
う日本人として世界の国々の
人々と共に生きていくことが大
切であることを自覚できるよう
にする。

⑵�　我が国の政治の働きについ
て、次のことを調査したり資料
を活用したりして調べ、国民主
権と関連付けて政治は国民生活
の安定と向上を図るために大切
な働きをしていること、現在の
我が国の民主政治は日本国憲法
の基本的な考え方に基づいてい
ることを考えるようにする。

⑵�　内容の⑵については、次のと
おり取り扱うものとする。
ウ�　アの「地方公共団体や国の政
治の働き」については、社会保
障、災害復旧の取組、地域の開
発などの中から選択して取り上
げ、具体的に調べられるように
すること。

理　
　
　
　
　

科

５　

年　

生

⑵�　植物の発芽から結実までの過
程、動物の発生や成長、流水の
様子、天気の変化を条件、時
間、水量、自然災害などに目を
向けながら調べ、見いだした問
題を計画的に追究する活動を通
して、生命を尊重する態度を育
てるとともに、生命の連続性、
流水の働き、気象現象の規則性
についての見方や考え方を養
う。

⑶�　流水の働き
　地面を流れる水や川の様子を観
察し、流れる水の速さや量による
働きの違いを調べ、流れる水の働
きと土地の変化の関係についての
考えをもつことができるようにす
る。
ウ�　雨の降り方によって、流れる
水の速さや水の量が変わり、増
水により土地の様子が大きく変
化する場合があること

ウ�　雨が短時間に多量に降った
り、長時間降り続いたりしたと
きの雨水の流れや川の流れの様
子を観察し、水の速さや量が増
し、地面を大きく侵食したり、
石や土を多量に運搬したり堆積
させたりして、土地の様子を大
きく変化させていることをとら
えるようにする。このことにつ
いて、人工の流れをつくり、流
れる水の速さや量を変え、地面
の変化の様子を調べることで確
かめることもできる。
　�　このように、雨の降り方に
よって、流れる水の速さや量が
変わり、増水で土地が変化する
ことをとらえるとともに、流れ
る水の力の大きさを感じとるよ
うにする。
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

理　
　
　
　
　

科

５　

年　

生

⑷�　天気の変化
　１日の雲の様子を観測したり、
映像などの情報を活用したりし
て、雲の動きなどを調べ、天気の
変化の仕方についての考えをもつ
ことができるようにする。
イ�　天気の変化は、映像などの気
象情報を用いて予想できるこ
と。

⑷�　内容の「Ｂ生命・地球」の⑷
のイについては、台風の進路に
よる天気の変化や台風と降雨と
の関係についても触れるものと
する。

６　

年　

生

⑵�　生物の体のつくりと働き、生
物と環境、土地のつくりと変化
の様子、月と太陽の関係を推論
しながら調べ、見いだした問題
を計画的に追究する活動を通し
て、生命を尊重する態度を育て
るとともに、生物の体の働き、
生物と環境とのかかわり、土地
のつくりと変化のきまり、月の
位置や特徴についての見方や考
え方を養う。

⑷�　土地のつくりと変化
　土地やその中に含まれる物を観
察し、土地のつくりや土地のでき
方を調べ、土地のつくりと変化に
ついての考えをもつことができる
ようにする。
ア�　土地は、礫、砂、泥、火山灰
及び岩石からできており、層を
つくって広がっているものがあ
ること。
イ�　地層は、流れる水の働きや火
山の噴火によってでき、化石が
含まれているものがあること。
ウ�　土地は、火山の噴火や地震に
よって変化すること。

⑷�　内容の「Ｂ生命・地球」の⑷
については、次のとおり取り扱
うものとする。
ア�　アについては、岩石として礫
岩、砂岩及び泥岩を扱うこと。
�イ�　イの「化石」については、地
層が流れる水の働きによって堆
積したことを示す証拠として扱
うこと。

体　
　

育
（
保
健
領
域
）

５
・
６
年
生

⑶�　心の健康、けがの防止及び病
気の予防について理解できるよ
うにし、健康で安全な生活を営
む資質や能力を育てる。

Ｇ　保健
⑴�　心の発達及び不安、悩みへの
対処について理解できるように
する。
ウ�　不安や悩みへの対処には、大
人や友達に相談する、仲間と遊
ぶ、運動をするなどいろいろな
方法があること。

ウ�　不安や悩みへの対処
　不安や悩みがあるということは
誰もが経験することであり、 そう
した場合には、 家族や先生、 友達
などと話すこと、 身近な人に相談
すること、 仲間と遊ぶこと、 運動
をしたり音楽を聴いたりするこ
となどによって気持ちを楽にし
たり、 気分を変えたりすることな
どいろいろな方法があり、 自分に
合った方法で対処できることを理
解できるようにする。

⑵�　けがの防止について理解する
とともに、けがなどの簡単な手
当ができるようにする。
ア�　交通事故や身の回りの生活の
危険が原因となって起こるけが
の防止には、周囲の危険に気付
くこと、的確な判断の下に安全
に行動すること、環境を安全に
整えることが必要であること。
イ�　けがの簡単な手当は、速やか
に行う必要があること。

イ　けがの手当
ア�　けがをしたときには、 けがの
悪化を防ぐ対処として、 けがの
種類や程度などの状況をできる
だけ速やかに把握して処置する
こと、 近くの大人に知らせるこ
とが大切であることを理解でき
るようにする。
イ�　自分でできる簡単なけがの手
当には、 傷口を清潔にする、 圧
迫して出血を止める、 患部を冷
やすなどの方法があることを理
解できるようにする。ここで
は、 すり傷、 鼻出血、 やけどや
打撲などを適宜取り上げ、 実習
を通して簡単な手当ができるよ
うにする。
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教科 学年 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

道　
　
　
　
　

徳

５
・
６
年
生

　道徳教育の目標は、第１章総則
の第１の２に示すところにより、
学校の教育活動全体を通じて、道
徳的な心情、判断力、実践意欲と
態度などの道徳性を養うこととする。
　道徳の時間においては、以上の
道徳教育の目標に基づき、各教
科、外国語活動、総合的な学習の
時間及び特別活動における道徳教
育と密接な関連を図りながら、計
画的、発展的な指導によってこれ
を補充、深化、統合し、道徳的価
値の自覚及び自己の生き方につい
ての考えを深め、道徳的実践力を
育成するものとする。

２�　主として他の人とのかかわりに関すること 
⑵�　だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切
にする。
⑸�　日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていること
に感謝し、それにこたえる。
３�　主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
⑴�　生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊
重する。
４�　主として集団や社会とのかかわりに関すること
⑶�　身近な集団に進んで参加し、自分の役割を自覚し、協力して主
体的に責任を果たす。
⑷�　働くことの意義を理解し、社会に奉仕する喜びを知って公共の
ために役に立つことをする。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

５
・
６
年
生

　横断的・総合的な学習や探究的
な学習を通して、自ら課題を見付
け、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、よりよく問題を解決す
る資質や能力を育成するととも
に、学び方やものの考え方を身に
付け、問題の解決や探究活動に主
体的、創造的、協同的に取り組む
態度を育て、自己の生き方を考え
ることができるようにする。

　各学校においては、第１の目標
を踏まえ、各学校の総合的な学習
の時間の内容を定める。

⑸�　学習活動については、学校の
実態に応じて、例えば国際理
解、情報、環境、福祉・健康な
どの横断的・総合的な課題につ
いての学習活動、児童の興味・
関心に基づく課題についての学
習活動、地域の人々の暮らし、
伝統と文化など地域や学校の特
色に応じた課題についての学習
活動などを行うこと。

【活動例】
・�地域の自然環境について体験的
な学習をする。
・�地域の災害の歴史を調査し防災
対策について学習する。
・応急手当を行う。
・�防災ボランティアについて調査
し体験する。

特　

別　

活　

動

学　

級　

活　

動

５
・
６
年
生

　学級活動を通して、望ましい人
間関係を形成し、集団の一員とし
て学級や学校におけるよりよい生
活づくりに参画し、諸問題を解決
しようとする自主的、実践的な態
度や健全な生活態度を育てる。

　学級を単位として、信頼し支え
合って楽しく豊かな学級や学校の
生活をつくるとともに、日常の生
活や学習に自主的に取り組もうと
する態度の向上に資する活動を行
うこと。
〔共通事項〕
⑵�　日常の生活や学習への適応及
び健康安全
カ�　心身ともに健康で安全な生活
態度の形成

　安全指導としては、防犯を含め
た身の回りの安全、交通安全、防
災など、自分や他の生命を尊重
し、危険を予測し、事前に備える
など日常生活を安全に保つために
必要な事柄を理解し、進んできま
りを守り、危険を回避し、安全に
行動できる能力や態度を育成する
などの内容が考えられる。
　なお、保健指導や安全指導につ
いては、関係団体等の協力を得て
実施される健康教室、防犯教室、
交通安全教室、避難訓練などの学
校行事と関連付けて指導を行うこ
とが重要である。

学　

校　

行　

事

⑶�　健康安全・体育的行事
ア�　健康安全・体育的行事のねら
い
　心身の健全な発達や健康の保持
増進などについての関心を高め、
安全な行動や規律ある集団行動の
体得、運動に親しむ態度の育成、
責任感や連帯感の涵養、体力の向
上などに資するような活動を行う
こと。

　健康安全・体育的行事には、健
康診断や給食に関する意識を高め
るなどの健康に関する行事、避難
訓練や交通安全、防犯等の安全に
関する行事、運動会や球技大会等
の体育的な行事などが考えられ
る。

イ�　実施上の留意点
イ�　避難訓練など安全に関する行
事については、表面的、形式的
な指導に終わることなく、具体
的な場面を想定するなど適切に
行うことが必要である。特に、
交通安全指導や防犯指導につい
ては、新入学児に対して学年当
初に日常の安全な登下校ができ
るよう適切な指導を行うように
する。
　�　なお、遠足・集団宿泊的行事
における宿泊施設等からの避難
の仕方や安全などについて適宜
指導しておくことも大切である。
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中　学　校

教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

社　
　

会
〔
地
理
的
分
野
〕

⑴�　日本や世界の地理的事象に対
する関心を高め、広い視野に
立って我が国の国土及び世界の
諸地域の地域的特色を考察し理
解させ、地理的な見方や考え方
の基礎を培い、我が国の国土及
び世界の諸地域に関する地理的
認識を養う。

⑵　日本の様々な地域
イ�　世界と比べた日本の地域的特
色
　世界的視野や日本全体の視野か
ら見た日本の地域的特色を取り上
げ、我が国の国土の特色を様々な
面から大観させる。
ア�　自然環境
　世界的視野から日本の地形や気
候の特色、海洋に囲まれた日本の
国土の特色を理解させるととも
に、国内の地形や気候の特色、自
然災害と防災への努力を取り上
げ、日本の自然環境に関する特色
を大観させる。

⑷�　内容の⑵については、次のと
おり取り扱うものとする。
イ�　イのアからエで示した日本の
地域的特色については、指導に
当たって内容の⑴の学習成果を
生かすとともに、日本の諸地域
の特色について理解を深めるた
めの基本的な事柄で構成するこ
と。

⑵　日本の様々な地域
ウ�　日本の諸地域
　日本を幾つかの地域に区分し、
それぞれの地域について、以下の
アからキで示した考察の仕方を基
にして、地域的特色をとらえさせ
る。
ア�　自然環境を中核とした考察
　地域の地形や気候などの自然環
境に関する特色ある事象を中核と
して、それを人々の生活や産業な
どと関連付け、自然環境が地域の
人々の生活や産業などと深い関係
をもっていることや、地域の自然
災害に応じた防災対策が大切であ
ることなどについて考える。

⑷�　内容の⑵については、次のと
おり取り扱うものとする。
ウ��　ウについては、次のとおり取
り扱うものとすること。
ア�　地域区分については、指導の
観点や学校所在地の事情などを
考慮して適切に決めること。
イ�　指導に当たっては、地域の特
色ある事象や事柄を中核とし
て、それを他の事象と有機的に
関連付けて、地域的特色を追究
するようにすること。
ウ�　アからキの考察の仕方につい
ては、学習する地域ごとに一つ
選択すること。また、ウの学習
全体を通してすべて取り扱うこ
と。

⑵�　日本の様々な地域
エ�　身近な地域の調査
　身近な地域における諸事象を取
り上げ、観察や調査などの活動を
行い、生徒が生活している土地に
対する理解と関心を深めて地域の
課題を見いだし、地域社会の形成
に参画しその発展に努力しようと
する態度を養うとともに、市町村
規模の地域の調査を行う際の視点
や方法、地理的なまとめ方や発表
の方法の基礎を身に付けさせる。

⑷�　内容の⑵については、次のと
おり取り扱うものとする。
エ�　エについては、学校所在地の
事情を踏まえて観察や調査を指
導計画に位置付け実施するこ
と。その際、縮尺の大きな地図
や統計その他の資料に親しま
せ、それらの活用の技能を高め
るようにすること。また、観察
や調査の結果をまとめる際に
は、地図を有効に活用して事象
を説明したり、自分の解釈を加
えて論述したり、意見交換をし
たりするなどの学習活動を充実
させること。なお、学習の効果
を高めることができる場合に
は、内容の⑵のウの中の学校所
在地を含む学習と結び付けて
扱ってもよいこと。

理　
　

科
〔
第
２
分
野
〕

⑶�　地学的な事物・現象について
の観察，実験を行い、観察・実
験技能を習得させ、観察、実験
の結果を分析して解釈し表現す
る能力を育てるとともに、大地
の成り立ちと変化、気象とその
変化、地球と宇宙などについて
理解させ、これらの事物・現象
に対する科学的な見方や考え方
を養う。

⑵�　大地の成り立ちと変化
　大地の活動の様子や身近な岩
石、地層、地形などの観察を通し
て、地表に見られる様々な事物・
現象を大地の変化と関連付けて理
解させ、大地の変化についての認
識を深める。

⑶�　内容の⑵については、次のと
おり取り扱うものとする。
ア�　アのアの「火山」については、
粘性と関係付けながら代表的
な火山を扱うこと。「マグマの
性質」については、粘性を扱う
こと。「火山岩」及び「深成岩」
については、代表的な岩石を扱
うこと。また、代表的な造岩鉱
物も扱うこと。

第
２
章　
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

理　
　

科
〔
第
２
分
野
〕

ア　火山と地震
ア　火山活動と火成岩
　火山の形、活動の様子及びその
噴出物を調べ、それらを地下のマ
グマの性質と関連付けてとらえる
とともに、火山岩と深成岩の観察
を行い、それらの組織の違いを成
因と関連付けてとらえること。
イ�　地震の伝わり方と地球内部の
働き
　地震の体験や記録を基に、その
揺れの大きさや伝わり方の規則性
に気付くとともに、地震の原因を
地球内部の働きと関連付けてとら
え、地震に伴う土地の変化の様子
を理解すること。

イ�　アのイについては、地震の現
象面を中心に取り扱い、初期微
動継続時間と震源までの距離と
の定性的な関係にも触れるこ
と。また、「地球内部の働き」
については、日本付近のプレー
トの動きを扱うこと。

⑷�　気象とその変化
　身近な気象の観察、観測を通し
て、気象要素と天気の変化の関係
を見いださせるとともに、気象現
象についてそれが起こる仕組みと
規則性についての認識を深める。
イ　前線の通過と天気の変化
前線の通過に伴う天気の変化の観
測結果などに基づいて、その変化
を暖気、寒気と関連付けてとらえ
ること。

⑸�　内容の⑷については、次のと
おり取り扱うものとする。
イ�　イについては、風の吹き方に
も触れること。

⑺�　自然と人間
　自然環境を調べ、自然界におけ
る生物相互の関係や自然界のつり
合いについて理解させるととも
に、自然と人間のかかわり方につ
いて認識を深め、自然環境の保全
と科学技術の利用の在り方につい
て科学的に考察し判断する態度を
養う。
イ　自然の恵みと災害
ア�　自然の恵みと災害
　自然がもたらす恵みと災害など
について調べ、これらを多面的、
総合的にとらえて、自然と人間の
かかわり方について考察すること。

⑻�　内容の⑺については、次のと
おり取り扱うものとする。
ウ�　イのアについては、地球規模
でのプレートの動きも扱うこ
と。また、「災害」については、
記録や資料などを用いて調べ、
地域の災害について触れるこ
と。

体　
　

育
（
保
健
分
野
）

　個人生活における健康・安全に
関する理解を通して、生涯を通じ
て自らの健康を適切に管理し、改
善していく資質や能力を育てる。

⑶�　傷害の防止について理解を深
めることができるようにする。
ア�　交通事故や自然災害などによ
る傷害は人的要因や環境要因な
どがかかわって発生すること。
ウ�　自然災害による傷害は、災害
発生時だけでなく、二次災害に
よっても生じること。また、自
然災害による傷害の多くは、災
害に備えておくこと、安全に避
難することによって防止できる
こと。
エ�　応急手当を適切に行うことに
よって、傷害の悪化を防止する
ことができること。また、応急
手当には、心肺蘇生等があるこ
と。

⑹�　内容の⑶のエについては、包
帯法、止血法など傷害時の応急
手当も取扱い、実習を行うもの
とする。また、効果的な指導を
行うため、水泳など体育分野の
内容との関連を図るものとす
る。
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等
技
術
・
家
庭
〔
家
庭
分
野
〕

　衣食住などに関する実践的・体
験的な学習活動を通して、生活の
自立に必要な基礎的・基本的な知
識及び技術を習得するとともに、
家庭の機能について理解を深め、
これからの生活を展望して、課題
をもって生活をよりよくしようと
する能力と態度を育てる。

Ｃ　衣生活・住生活と自立
⑵�　住居の機能と住まい方につい
て、次の事項を指導する。
イ�　家族の安全を考えた室内環境
の整え方を知り、快適な住まい
方を工夫できること。

　室内の安全については、自然災
害を含む家庭内の事故やその原因
について考え、災害への備えや事
故の防ぎ方などの安全管理の方法
が分かり、安全な住まい方の工夫
ができるようにする。

道　
　
　
　
　

徳

　道徳教育の目標は、第１章総則
の第１の２に示すところにより、
学校の教育活動全体を通じて、道
徳的な心情、判断力、実践意欲と
態度などの道徳性を養うこととす
る。
　道徳の時間においては、以上の
道徳教育の目標に基づき、各教
科、外国語活動、総合的な学習の
時間及び特別活動における道徳教
育と密接な関連を図りながら、計
画的、発展的な指導によってこれ
を補充、深化、統合し、道徳的価
値の自覚及び自己の生き方につい
ての考えを深め、道徳的実践力を
育成するものとする。

１ 主として自分自身に関すること
⑴�　望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進を図り、節度
を守り節制に心掛け調和のある生活をする。
⑵�　より高い目標を目指し、希望と勇気をもって着実にやり抜く強
い意志をもつ。
⑶�　自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してその結果
に責任をもつ。
⑷�　真理を愛し、真実を求め、理想の実現を目指して自己の人生を
切り拓いていく。
⑸�　自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充
実した生き方を追求する。
２�　主として他の人とのかかわりに関すること
⑴�　礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとる。
⑵�　温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心をも
つ。
⑹�　 多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分があ
ることに感謝し、それにこたえる。
３　主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
⑴　生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。
⑵�　自然を愛護し、美しいものに感動する豊かな心をもち、人間の
力を超えたものに対する畏敬の念を深める。
４　主として集団や社会とのかかわりに関すること
⑴�　法やきまりの意義を理解し、遵守するとともに、自他の権利を
重んじ義務を確実に果たして、社会の秩序と規律を高めるように
努める。
⑵�　公徳心及び社会連帯の自覚を高め、よりよい社会の実現に努め
る。
⑷�　自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め、役割と
責任を自覚し集団生活の向上に努める。
⑸�　勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉
と社会の発展に努める。
⑻�　地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し、社会に尽く
した先人や高齢者に尊敬と感謝の念を深め、郷土の発展に努める。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　横断的・総合的な学習や探究的
な学習を通して、自ら課題を見付
け、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、よりよく問題を解決す
る資質や能力を育成するととも
に、学び方やものの考え方を身に
付け、問題の解決や探究活動に主
体的、創造的、協同的に取り組む
態度を育て、自己の生き方を考え
ることができるようにする。

　各学校においては、第１の目標
を踏まえ、各学校の総合的な学習
の時間の内容を定める。

⑸�　学習活動については、学校の
実態に応じて、例えば国際理
解、情報、環境、福祉・健康な
どの横断的・総合的な課題につ
いての学習活動、生徒の興味・
関心に基づく課題についての学
習活動、地域や学校の特色に応
じた課題についての学習活動、
職業や自己の将来に関する学習
活動などを行うこと。
 【活動例】
・�地域の自然環境について体験
的・探求的な学習をする。
・�地域の災害の歴史を調査し防災
対策について学習する。
・�地震発生のメカニズムなどを研
究する。
・�応急手当及び救出法を実習する。
・�防災ボランティアについて調査
し体験する。
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

特　

別　

活　

動

学　

級　

活　

動

　学級活動を通して、望ましい人
間関係を形成し、集団の一員とし
て学級や学校におけるよりよい生
活づくりに参画し、諸問題を解決
しようとする自主的、実践的な態
度や健全な生活態度を育てる。

　学級を単位として、学級や学校
の生活の充実と向上、生徒が当面
する諸課題への対応に資する活動
を行うこと。
⑵　適応と成長及び健康安全
カ�　ボランティア活動の意義の理
解と参加

　学級を単位として、学級や学校
の生活の充実と向上、生徒が当面
する諸課題への対応に資する活動
を行うこと。
⑵　適応と成長及び健康安全
キ�　心身ともに健康で安全な生活
態度や習慣の形成

カ�　ボランティア活動の意義の理
解と参加
　具体的には、社会福祉活動、環
境保全・保護活動、災害援助活
動、地域のコミュニティづくり、
国際社会への貢献・協力など、ボ
ランティア活動の様々な場面や実
際について紹介したり、ボラン
ティア活動に携わっている人を招
いての講話や生徒のボランティア
体験談などを聞き、ボランティア
活動の意義の理解を深めることな
どが考えられる。その際、自発
性・無償性・公共性・先駆性等の
ボランティア活動の基本的性格に
ついて理解させ、実践意欲の喚起
を促すことが大切である。
キ�　心身ともに健康で安全な生活
態度や習慣の形成
　具体的には、防犯を含めた生活
安全や自転車運転時の交通安全に
関すること、種々の災害時の安全
に関すること、生命の尊重に関す
ること、環境整備に関することな
どについて生徒の学年や発達の段
階も踏まえて題材を設定し、事故
の発生状況や危険箇所の調査結果
をもとにした話合い、「ひやり、
はっとした」といった体験に基づ
く感想や発表、安全マップの作
成、実技を通した学習、ロールプ
レイングなど様々な方法による展
開が考えられる。

学　

校　

行　

事

⑶　健康安全・体育的行事
ア�　健康安全・体育的行事のねら
い
　心身の健全な発達や健康の保持
増進などについての関心を高め、
安全な行動や規律ある集団行動の
体得、運動に親しむ態度の育成、
責任感や連帯感の涵養、体力の向
上などに資するような活動を行う
こと。

　健康安全・体育的行事として
は、健康診断、薬物乱用防止指
導、防犯指導、交通安全指導、避
難訓練や防災訓練、健康・安全や
学校給食に関する意識や実践意欲
を高める行事、運動会（体育祭)、
競技会、球技会などが考えられ
る。

イ　実施上の留意点
イ�　安全に関する行事について
は、自転車運転時などの交通規
則を理解させ、事故防止に対す
る知識や態度を体得させるとと
もに、災害や犯罪などの非常事
態に際し、沈着、冷静、迅速、
的確に判断して対処する能力を
養い、自他の安全を確保するこ
とのできる能力を身に付けるこ
と。また、喫煙、飲酒、薬物乱
用などの行為の有害性や違法
性、防犯や情報への適切な対処
や行動について理解させ、正し
く判断し行動できる態度を身に
付けること。
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高 等 学 校

教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

地
理
歴
史
〔
世
界
史
Ｂ
〕

　世界の歴史の大きな枠組みと展
開を諸資料に基づき地理的条件や
日本の歴史と関連付けながら理解
させ、文化の多様性・複合性と現
代世界の特質を広い視野から考察
させることによって、歴史的思考
力を培い、国際社会に主体的に生
きる日本国民としての自覚と資質
を養う。

⑴�　世界史への扉
　自然環境と人類のかかわり、日
本の歴史と世界の歴史のつなが
り、日常生活にみる世界の歴史に
かかわる適切な主題を設定し考察
する活動を通して、地理と歴史へ
の関心を高め、世界史学習の意義
に気付かせる。

ア　自然環境と人類のかかわり
　自然環境と人類のかかわりにつ
いて、生業や暮らし、交通手段、
資源、災害などから適切な歴史的
事例を取り上げて考察させ、世界
史学習における地理的視点の重要
性に気付かせる。

　災害を取り上げた場合は、例え
ば、自然の猛威と人類の活動との
かかわりを取り扱い、噴火、地
震、洪水などの突発的な自然の猛
威や疫病の流行の実態に触れて、
当時の人々の対処法やその後の社
会に及ぼした影響などを歴史的に
考察させたり、人類の生活形態や
行動様式の変化と疫病の流行との
かかわりについて気付かせたりす
ることなどが考えられる。

地
理
歴
史
〔
地
理
Ａ
〕

　現代世界の地理的な諸課題を地
域性や歴史的背景、日常生活との
関連を踏まえて考察し、現代世界
の地理的認識を養うとともに、地
理的な見方や考え方を培い、国際
社会に主体的に生きる日本国民と
しての自覚と資質を養う。

⑵　生活圏の諸課題の地理的考察
　生活圏の諸課題について、地域
性や歴史的背景を踏まえて考察
し、地理的技能及び地理的な見方
や考え方を身に付けさせる。
 
イ�　自然環境と防災
　我が国の自然環境の特色と自然
災害とのかかわりについて理解さ
せるとともに、国内にみられる自
然災害の事例を取り上げ、地域性
を踏まえた対応が大切であること
などについて考察させる。

⑵�　内容の取扱いに当たっては、
次の事項に配慮するものとす
る。
イ�　内容の⑵については、次の事
項に留意すること。
ウ�　イについては、日本では様々
な自然災害が多発することか
ら、早くから自然災害への対応
に努めてきたことなどを具体例
を通して取り扱うこと。その
際、地形図やハザードマップな
どの主題図の読図など、日常生
活と結び付いた地理的技能を身
に付けさせるとともに、防災意
識を高めるよう工夫すること。

理　
　

科
〔
科
学
と
人
間
生
活
〕

　自然と人間生活とのかかわり及
び科学技術が人間生活に果たして
きた役割について、身近な事物・
現象に関する観察、実験などを通
して理解させ、科学的な見方や考
え方を養うとともに、科学に対す
る興味・関心を高める。

⑵　人間生活の中の科学
　身近な自然の事物・現象及び日
常生活や社会の中で利用されてい
る科学技術を取り上げ、科学と人
間生活とのかかわりについて認識
を深めさせる。
 
エ　宇宙や地球の科学
イ�　身近な自然景観と自然災害
身近な自然景観の成り立ちと自
然災害について、太陽の放射エ
ネルギーによる作用や地球内部
のエネルギーによる変動と関連
付けて理解すること。

⑵�　内容の範囲や程度について
は、次の事項に配慮するものと
する。
オ�　内容の⑵のエのアについて
は、太陽や月の運行と時や暦な
どとの関係、太陽が地球や人間
生活に及ぼす影響、太陽系の天
体及び太陽系の広がりや構造に
関して、観察、実験などを中心
に扱うこと。その際、天動説、
地動説にも触れること。イにつ
いては、地域の自然景観、その
変化と自然災害に関して、観
察、実験などを中心に扱うこ
と。その際、自然景観が長い時
間の中で変化してできたことに
も触れること。「自然景観の成
り立ち」については、流水の作
用、地震や火山活動と関連付け
て扱うこと。「自然災害」につ
いては、防災にも触れること。

理
科
〔
地
学
基
礎
〕

　日常生活や社会との関連を図り
ながら地球や地球を取り巻く環境
への関心を高め、目的意識をもっ
て観察、実験などを行い、地学的
に探究する能力と態度を育てると
ともに、地学の基本的な概念や原
理・法則を理解させ、科学的な見
方や考え方を養う。

⑵�　変動する地球
　変動する地球について観察、実
験などを通して探究し、地球がプ
レートの運動や太陽の放射エネル
ギーによって変動してきたことを
理解させる。また、地球の環境と
人間生活とのかかわりについて考
察させる。

⑵�　内容の範囲や程度について
は、次の事項に配慮するものと
する。
　内容の⑵のアのアについては、
マントル内のプルームの存在にも
触れること。イの「火山活動」に
ついては、プレートの発散境界や
収束境界における火山活動を扱い、
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

理　
　

科
〔
地
学
基
礎
〕

ア　活動する地球
ア　プレートの運動
　プレートの分布と運動及びプ
レート運動に伴う大地形の形成に
ついて理解すること。
イ　火山活動と地震
　火山活動と地震の発生の仕組み
について理解すること。

ホットスポットにおける火山活動
にも触れること。また、火成岩の
観察を行うこと。「地震の発生の
仕組み」については、プレートの
収束境界における地震を中心に扱
うこと。

⑵　変動する地球
　変動する地球について観察、実
験などを通して探究し、地球がプ
レートの運動や太陽の放射エネル
ギーによって変動してきたことを
理解させる。また、地球の環境と
人間生活とのかかわりについて考
察させる。
 
エ　地球の環境
イ　日本の自然環境
　日本の自然環境を理解しその恩
恵や災害など自然環境と人間生活
とのかかわりについて考察するこ
と。

⑵�　内容の範囲や程度について
は、次の事項に配慮するものと
する。
　内容のエのアについては、地球
温暖化、オゾン層破壊、エルニー
ニョ現象などの現象をデータに基
づいて人間生活と関連させて扱う
こと。イの「恩恵や災害」につい
ては、日本に見られる季節の気象
現象、地震や火山活動など特徴的
な現象を扱うこと。また、自然災
害の予測や防災にも触れること。

理　
　

科
〔
地　
　

学
〕

　地学的な事物・現象に対する探
究心を高め、目的意識をもって観
察、実験などを行い、地学的に探
究する能力と態度を育てるととも
に、地学の基本的な概念や原理・
法則の理解を深め、科学的な自然
観を育成する。

⑴　地球の概観
　地球の形状や内部構造を観察、
実験などを通して探究し、地球の
概観を理解させる。
イ 地球の内部
ア　地球の内部構造
　地震波の伝わり方に基づいて地
球内部の構造を理解すること。

⑵�　内容の範囲や程度について
は、次の事項に配慮するものと
する。
ア�　内容の⑴のアのアについて
は、地球楕円体や地球表面にお
ける重力を扱い、ジオイドや重
力異常にも触れること。イにつ
いては、地磁気の三要素及び磁
気圏と太陽風との関連を扱うこ
と。また、地磁気の原因と古地
磁気にも触れること。
　�イのアについては、走時曲線を
扱い、地震波トモグラフィーに
も触れること。

⑵�　地球の活動と歴史
　地球に見られる様々な事物・現
象を観察、実験などを通して探究
し、地球の活動と歴史を理解させ
る。
ア　地球の活動
イ�　地震と地殻変動
　プレート境界における地震活動
の特徴とそれに伴う地殻変動など
について理解すること。

⑵�　内容の範囲や程度について
は、次の事項に配慮するものと
する。
　内容の⑵のアのアについては、
マントル内のプルームも扱うこ
と。イについては、世界の地震帯
の特徴をプレート運動と関連付け
て扱うこと。また、日本列島付近
におけるプレート間地震やプレー
ト内地震の特徴も扱うこと。地殻
変動については、活断層と地形と
の関係にも触れること。ウについ
ては、多様な火成岩の成因をマグ
マの分化と関連付けて扱うこと。
また、島弧－海溝系における火成
活動の特徴をプレート運動と関連
付けて触れること。エについて
は、造山帯の特徴を安定地塊と対
比させて扱うこと。

　イのアについては、段丘や海底
堆積物も扱うこと。イについて
は、地層や化石に基づいて過去の
様子を探究する方法を扱うこと。
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

理　
　

科
〔
地　
　

学
〕

また、地質図の読み方の概要を扱
うこと。ウについては、放射年代
も扱うこと。エについては、日本
列島の形成史を地形や地質の特徴
に基づいてプレート運動と関連付
けて扱うこと。また、付加体も扱
うこと。

⑶� 地球の大気と海洋
　地球の大気と海洋の事物・現象
を観察、実験などを通して探究
し、大気と海洋の構造や運動を理
解させる。
ア　大気の構造と運動
ア�　大気の構造
　大気の組成と構造を理解するこ
と。
イ�　大気の運動と気象
　大循環と対流による現象及び日
本や世界の気象の特徴を理解する
こと。

⑵�　内容の範囲や程度については、
次の事項に配慮するものとする。
　内容の⑶のアのアの大気の「組
成」については、大気中の水分も
扱うこと。大気の「構造」につい
ては、各圏の特徴と大気における
熱収支を扱うこと。イの「大循
環」による現象については、偏西
風波動と地上の高気圧、低気圧と
の関係も扱うこと。「対流」によ
る現象については、大気の安定・
不安定にも触れること。「日本や
世界の気象の特徴」については、
人工衛星などから得られる情報も
活用し、大気の大循環と関連させ
て扱うこと。また、気象災害にも
触れること。
　内容のイのアの「海洋の構造」
については、水温と塩分の分布と
の関係を中心に扱うこと。イの
「海水の運動や循環」については、
波浪や潮汐も扱うこと。「海洋と
大気の相互作用」については、地
球上の水の分布と循環にも触れる
こと。

保
健
体
育
〔
保
健
分
野
〕

　個人及び社会生活における健
康・安全について理解を深めるよ
うにし、生涯を通じて自らの健康
を適切に管理し、改善していく資
質や能力を育てる。

⑴　現代社会と健康
　我が国の疾病構造や社会の変化
に対応して、健康を保持増進する
ためには、個人の行動選択やそれ
を支える社会環境づくりなどが大
切であるというヘルスプロモー
ションの考え方を生かし、人々が
自らの健康を適切に管理すること
及び環境を改善していくことが重
要であることを理解できるように
する。
エ　交通安全
　交通事故を防止するには、車両
の特性の理解、安全な運転や歩行
など適切な行動、自他の生命を尊
重する態度、交通環境の整備など
がかかわること。また、交通事故
には責任や補償問題が生じるこ
と。
オ　応急手当
　適切な応急手当は、傷害や疾病
の悪化を軽減できること。応急手
当には、正しい手順や方法がある
こと。また、心肺蘇生等の応急手
当は、傷害や疾病によって身体が
時間の経過とともに損なわれてい
く場合があることから、速やかに
行う必要があること。

⑷�　内容の⑴のエについては、二
輪車及び自動車を中心に取り上
げるものとする。また、自然災
害などによる傷害の防止につい
ても、必要に応じ関連付けて扱
うよう配慮するものとする。

⑸�　内容の⑴のオについては、実
習を行うものとし、呼吸器系及
び循環器系の機能については、
必要に応じ関連付けて扱う程度
とする。また、効果的な指導を
行うため、「体育」の「Ｄ水泳」
などとの関連を図るよう配慮す
るものとする。
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

家　
　

庭
〔
家
庭
基
礎
〕

　人の一生と家族・家庭及び福
祉、衣食住、消費生活などに関す
る基礎的・基本的な知識と技術を
習得させ、家庭や地域の生活課題
を主体的に解決するとともに、生
活の充実向上を図る能力と実践的
な態度を育てる。

⑵�　生活の自立及び消費と環境 
自立した生活を営むために必要
な衣食住、消費生活や生活にお
ける経済の計画に関する基礎
的・基本的な知識と技術を習得
させ、環境に配慮したライフス
タイルについて考えさせるとと
もに、主体的に生活を設計する
ことができるようにする。
 
ウ　住居と住環境
　住居の機能、住居と地域社会と
のかかわりなどに必要な基礎的・
基本的な知識と技術を習得させ、
安全で環境に配慮した住生活を営
むことができるようにする。

　家族が安全で快適、かつ健康な
生活を行う場としての住居につい
て、防火、防犯、耐震などの安全
性や日照、採光、換気、遮音、温
熱・空気環境や障害者、高齢者な
どへの配慮に関する基礎的・基本
的な知識と技術を習得させ、環境
に配慮した住生活を営むことがで
きるようにする。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　横断的・総合的な学習や探究的
な学習を通して、自ら課題を見付
け、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、よりよく問題を解決す
る資質や能力を育成するととも
に、学び方やものの考え方を身に
付け、問題の解決や探究活動に主
体的、創造的、協同的に取り組む
態度を育て、自己の生き方を考え
ることができるようにする。

　各学校においては、第１の目標
を踏まえ、各学校の総合的な学習
の時間の内容を定める。

⑸�　学習活動については、地域や
学校の特色、生徒の特性等に応
じて、例えば国際理解、情報、
環境、福祉・健康などの横断
的・総合的な課題についての学
習活動、生徒が興味・関心、進
路等に応じて設定した課題につ
いて知識や技能の深化、総合化
を図る学習活動、自己の在り方
生き方や進路について考察する
学習活動などを行うこと。

【活動例】
・地域の自然環境、災害の歴史と
対策について調査・研究する。
・地震活動や地震発生のメカニズ
ムについて科学的に調査・研究す
る。
・世界の災害や危機管理について
調査・研究する。
・応急手当及び救出法を実習す
る。
・防災ボランティアについて調査
し体験する。

特　

別　

活　

動

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

　ホームルーム活動を通して、望
ましい人間関係を形成し、集団の
一員としてホームルームや学校に
おけるよりよい生活づくりに参画
し、諸問題を解決しようとする自
主的、実践的な態度や健全な生活
態度を育てる。

　学校における生徒の基礎的な生
活集団として編成したホームルー
ムを単位として、ホームルームや
学校の生活の充実と向上、生徒が
当面する諸課題への対応に資する
活動を行うこと。
⑵　適応と成長及び健康安全
カ�　ボランティア活動の意義の理
解と参画

カ�　ボランティア活動の意義の理
解と参画
　具体的には、社会福祉活動、環
境保全・保護活動、災害援助活
動、地域のコミュニティづくり、
国際社会への貢献・協力など、ボ
ランティア活動の様々な場面や実
際について生徒自身が調べ紹介し
たり、ボランティア活動に携わっ
ている人や生徒のボランティア体
験談などをもとに話し合うなど、
ボランティア活動の意義の理解や
自己の在り方生き方についての自
覚や認識を深めていくことなどが
考えられる。

　学校における生徒の基礎的な生
活集団として編成したホームルー
ムを単位として、ホームルームや
学校の生活の充実と向上、生徒が
当面する諸課題への対応に資する
活動を行うこと。

ケ�　生命の尊重と安全な生活態度
や規律ある習慣の確立
　取り上げる題材としては、生命
の尊重に関すること、防犯を含め
た生活安全や交通安全に関するこ
と、種々の災害時の安全に関する
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

特　

別　

活　

動

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

⑵　適応と成長及び健康安全
ケ�　生命の尊重と安全な生活態度
や規律ある習慣の確立

こと、環境整備に関すること、規
律ある習慣に関することなどが考
えられる。
　事故の発生状況や危険箇所の調
査結果や映像資料等をもとにし
た話合い、｢ひやり、はっとした
｣ といった体験に基づく感想や発
表、安全マップの作成、実技を通
した学習、ロールプレイングなど
実践力の育成につながる様々な方
法による展開が考えられる。

学　

校　

行　

事

⑶ 健康安全・体育的行事
ア�　健康安全・体育的行事のねら
い
　心身の健全な発達や健康の保持
増進などについての理解を深め、
安全な行動や規律ある集団行動の
体得、運動に親しむ態度の育成、
責任感や連帯感の涵養、体力の向
上などに資するような活動を行う
こと。

　健康安全・体育的行事として
は、健康診断、疾病予防、交通安
全を含む安全指導、薬物乱用防止
指導、非常災害の際に備えての避
難訓練や防災訓練、健康・安全に
関する意識や実践意欲を高める行
事、体育祭（運動会)、各種の球
技大会や競技会などが考えられ
る。

イ　実施上の留意点
イ�　安全に関する行事について
は、最近の交通事故の実態、交
通規則などを理解させ、事故防
止に対する知識や態度を体得さ
せるとともに、災害や犯罪など
の非常事態に際し、沈着、冷
静、迅速、的確に判断して対処
する能力を養い、自他の安全を
確保することのできる能力を身
に付けること。また、喫煙、飲
酒、薬物乱用などの行為の有害
性や違法性、防犯や情報への適
切な対処や行動について理解さ
せ、正しく判断し行動できる態
度を身に付けること。
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教科 学部 内　　容　　等

生　
　

活　
　

科

小　
　

学　
　

部

○健康･安全                
 ・危険防止（危険な場所や状況に近付かないことや回避すること）
 ・�避難訓練（避難時に、教師等の指示を適切に理解し、安全な体勢をとったり、集団行動をしたりすること）
○手伝い･仕事              
 ・戸締まり（窓や鍵の開閉が、いつ、どのような時に必要なのかを理解すること）
○きまり                   
 ・学校のきまり（きまりは、共同生活や地域において安全に生活する上で重要であることを知ること）
 ・日常生活のきまり（公共施設や公共機関等を利用する際に、進んできまりを守って行動すること）
 ・マナー（公共の場でのマナーを守ること、また、その理由を理解すること）
○社会の仕組み             
 ・社会の様子（居住する地域や隣接する市町村の名称等がわかること） 
○公共施設                 
 ・公共施設の利用（警察署や消防署、病院などを見学し、仕事の様子や働きがわかること）
 ・交通機関の利用（電車やバスの利用の仕方を知ること）  

社
会
科中　
　

学　
　

部

○集団生活ときまり（社会生活に必要ないろいろなきまりがあることを知り、それらを守る）
○公共施設（日常生活に関係の深い公共施設や公共物などの働きがわかり、それらを利用する）
○社会の出来事（社会の出来事や情報メディアなどに興味や関心を持ち、初歩的な事柄を理解する）
○地域の様子や社会に変化（居住地を中心に我が国の様々な地域の様子や社会の移り変わりに関心をもつ）

理
科

○人体（人の体の主なつくりや働きに関心をもつ）                     
○事物や機械（日常生活の関係の深い事物や機械･器具の仕組みと扱いについての初歩的な知識をもつ）
○自然（自然の事物･現象についての興味を広げ、日常生活との関係を知る）

職
業
・
家
庭

○�道具･機械等の取扱いや安全･衛生（道具や機械、材料の扱い方などが分かり、安全や衛生に気をつけな
がら作業や実習をする） 

○家庭に関する基礎的な事項（家庭生活に必要な基礎的な知識や技能を身につける） 
○情報（職業生活や家庭生活で使われるコンピュータ等の情報機器の初歩的な扱いに慣れる）

特別支援学校小学部・中学部
第１章　総則
第２節　教育課程の編成
第１　一般方針
３�　学校における体育・健康に関する指導は、児童又は生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて
適切に行うものとする。特に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心
身の健康の保持増進に関する指導については、小学部の体育科及び中学部の保健体育科の時間はもとより、小学
部の家庭科（知的障害者である児童に対する教育を行う特別支援学校においては生活科）、中学部の技術・家庭科
（知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校においては職業・家庭科）、特別活動、自立活動などにお
いてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会
との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全
で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなければならない。
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教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　小学部又は中学部における総合
的な学習の時間の目標、各学校に
おいて定める目標及び内容並びに
指導計画の作成と内容の取扱いに
ついては、それぞれ小学校学習指
導要領第５章又は中学校学習指導
要領第４章に示すものに準ずるほ
か、次に示すところによるものと
する。

１�． 児童又は生徒の障害の状態や発達の段階等を十分考慮し、学習
活動が効果的に行われるよう配慮すること。 
２�． 体験活動に当たっては、安全と保健に留意するとともに、学習
活動に応じて、小学校の児童又は中学校の生徒などと交流及び共
同学習を行うよう配慮すること。 

特　

別　

活　

動

　小学部又は中学部の特別活動の
目標、各活動・学校行事の目標及
び内容並びに指導計画の作成と内
容の取扱いについては、それぞれ
小学校学習指導要領第６章又は中
学校学習指導要領第５章に示すも
のに準ずるほか、次に示すところ
によるものとする。

１�．学級活動においては、適宜他の学級や学年と合併するなどして、
少人数からくる種々の制約を解消し、活発な集団活動が行われるよ
うにする必要があること。 
２�．児童又は生徒の経験を広めて積極的な態度を養い、社会性や豊か
な人間性をはぐくむために、集団活動を通して小学校の児童又は中
学校の生徒などと交流及び共同学習を行ったり、地域の人々などと
活動を共にしたりする機会を積極的に設ける必要があること。その
際、児童又は生徒の障害の状態や特性等を考慮して、活動の種類や
時期、実施方法等を適切に定めること。 

３�．知的障害者である児童又は生徒に対する教育を行う特別支援学校
において、内容の指導に当たっては、個々の児童又は生徒の知的障
害の状態や経験等に応じて、適切に指導の重点を定め、具体的に指
導する必要があること。

自
立
活
動

　個々の児童又は生徒が自立を目
指し、障害による学習上又は生活
上の困難を主体的に改善・克服す
るために必要な知識、技能、態度
及び習慣を養い、もって心身の調
和的発達の基盤を培う。

○健康の保持
○心理的な安定
○人間関係の形成
○環境の把握
○身体の動き
○コミュニケーション

※�各教科等を合わせて指導を行うなど、知的障害のある児童生徒の学習上の特性等を踏まえて指導する。
※�道徳、特別活動及び総合的な学習の時間については、障害等に配慮しながら、小学校、中学校及び高等学校に準じ
た内容を指導する。
※�小中学校等に準じた教育課程を編成する特別支援学校においては、障害等に配慮しながら、幼稚園、小学校、中学
校及び高等学校に準じた内容を指導する。

第
２
章　

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
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知的障害である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部・中学部

教科 学年 目標・ねらい等 内　　容　　等

生　
　
　
　
　

活

小　
　
　
　
　

全

　日常生活の基本的な習慣を身に
付け、集団生活への参加に必要な
態度や技能を養うとともに、自分
と身近な社会や自然とのかかわり
について関心を深め、自立的な生
活をするための基礎的能力と態度
を育てる。

「健康・安全」（「危険防止」・「避難訓練」）
１段階
⑵　教師と一緒に健康で安全な生活をする。
２段階
⑵　教師の援助を受けながら健康で安全な生活をする。
３段階
⑵�　健康や身体の変化に関心をもち、健康で安全な生活をするように 
心掛ける。
「手伝い・仕事」（「戸締まり」）
１段階
⑹　教師と一緒に簡単な手伝いや仕事をする。
２段階
⑹　教師の援助を受けながら簡単な手伝いや仕事をする。
３段階
⑹　日常生活で簡単な手伝いや仕事を進んでする。
「きまり」（「学校のきまり」・「日常生活のきまり」・「マナー」）
１段階
⑺　教師と一緒に日常生活の簡単なきまりに従って行動する。
２段階
⑺�　日常生活に必要な簡単なきまりやマナーに気付き、それらを守っ 
て行動する。
３段階
⑺�　日常生活に必要な簡単なきまりやマナーが分かり、それらを守っ 
て行動する。
「社会の仕組み」（「社会の様子」）
１段階
⑾　家族や家の近所などの様子に興味や関心をもつ。
２段階
⑾�　家族の役割や身近な地域の様子に興味や関心をもち、自分と家庭
や社会とのかかわりに気付く。
３段階
⑾　家庭や社会の様子に興味や関心を深め、その働きを知る。
「公共施設」（「公共施設」）
１段階
⑿　身近な公共施設や公共物などを教師と一緒に利用する。
２段階
⑿�　教師の援助を受けながら身近な公共施設や公共物などを利用する。
３段階
⑿　身近な公共施設や公共物などを利用し、その働きを知る。

社　
　
　
　
　

会

中　
　
　
　
　

全

　社会の様子、働きや移り変わり
についての関心と理解を深め、社
会生活に必要な基礎的な能力と態
度を育てる。

⑵�　社会生活に必要ないろいろなきまりがあることを知り、それらを
守る。
⑶�　日常生活に関係の深い公共施設や公共物などの働きが分かり、そ
れらを利用する。
⑷�　日常生活で経験する社会の出来事や情報メディアなどに興味や関
心をもち、生産、消費などの経済活動に関する初歩的な事柄を理解
する。
⑸�　自分が住む地域を中心に、我が国のいろいろな地域の様子や社会
の移り変わりに関心をもつ。

理　

科

中　

全

　日常生活に関係の深い自然の仕
組みや働きなどに関する初歩的な
事柄についての理解を図り、科学
的な見方や考え方を養うととも
に、自然を大切にする態度を育て
る。

⑴　人の体の主なつくりや働きに関心をもつ。
⑶�　日常生活に関係の深い事物や機械・器具の仕組みと扱いについて
の初歩的な知識をもつ。
⑷�　自然の事物・現象についての興味を広げ、日常生活との関係を知
る。

職
業
・
家
庭

中　

全

　明るく豊かな職業生活や家庭生
活が大切なことに気付くようにす
るとともに、職業生活及び家庭生
活に必要な基礎的な知識と技能の
習得を図り、実践的な態度を育て
る。

⑶�　道具や機械、材料の扱い方などが分かり、安全や衛生に気を付け
ながら作業や実習をする。
⑺�　家庭生活に必要な衣服とその着方、食事や調理、住まいや暮らし
方などに関する基礎的な知識と技能を身に付ける。
⑻�　職業生活や家庭生活で使われるコンピュータ等の情報機器の初歩
的な扱いに慣れる。
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教　科 内　　容　　等

社
会
科

○きまり（社会の慣習、生活に関係の深い法や制度を知り、必要に応じて生活に生かす）
○公共施設（公共施設や公共物などの働きについての理解を深め、それらを適切に利用する）
○�我が国の地理･歴史（我が国のいろいろな地域の自然や生活の様子を理解し、社会の変化や伝統に関心
をもつ）

理　

科

○�人体（人の体の主なつくりや働きについての理解を深め、人の成長や環境とのかかわりについて関心を
もつ）
○事物や機械（様々な物質の性質や機械･器具の種類、構造及び働きについて理解し、適切に取り扱う）
○自然（自然の事物･現象についての理解を図るとともに、自然と生活との関係について理解を深める）

職
業
科

○�道具･機械等の取扱いや安全･衛生（道具や機械の仕組み、操作などを理解し、製品等の管理を適切に行
い、安全や衛生に気をつけながら正確に効率よく作業等をする）
○機械･情報機器（職場で使われる機械やコンピュータ等の情報機器などの操作をする）

家庭科 ○家庭生活に関する事項（様々な実習を通して、健康で安全な生活に必要な実際的な知識と技能を習得する）

教　科 目標・ねらい等 内　　容　　等 内容の取扱い・留意点等

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　総合的な学習の時間の目標、各
学校において定める目標及び内容
並びに指導計画の作成と内容の取
扱いについては、高等学校学習指
導要領第４章に示すものに準ずる
ほか、次に示すところによるもの
とする。

１�．生徒の障害の状態や発達の段階等を十分考慮し、学習活動が効
果的に行われるよう配慮すること。 
２�．体験活動に当たっては、安全と保健に留意するとともに、学習
活動に応じて、高等学校の生徒などと交流及び共同学習を行うよ
う配慮すること。

特　

別　

活　

動

　特別活動の目標、各活動・学校
行事の目標及び内容並びに指導計
画の作成と内容の取扱いについて
は、高等学校学習指導要領第５章
に示すものに準ずるほか、次に示
すところによるものとする。

１�．指導計画の作成に当たっては、生徒の少人数からくる種々の制約
を解消し、積極的な集団活動が行われるよう配慮する必要があるこ
と。 
２�．生徒の経験を広めて積極的な態度を養い、社会性や豊かな人間性
をはぐくむために、集団活動を通して高等学校の生徒などと交流及
び共同学習を行ったり、地域の人々などと活動を共にしたりする機
会を積極的に設ける必要があること。その際、生徒の障害の状態や
特性等を考慮して、活動の種類や時期、実施方法等を適切に定める
こと。 
３�．知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校におい
て、内容の指導に当たっては、個々の生徒の知的障害の状態や経験
等に応じて、適切に指導の重点を定め、具体的に指導する必要があ
ること。

自
立
活
動

　個々の生徒が自立を目指し、障
害による学習上又は生活上の困難
を主体的に改善・克服するために
必要な知識、技能、態度及び習慣
を養い、もって心身の調和的発達
の基盤を培う。

○健康の保持
○心理的な安定
○人間関係の形成
○環境の把握
○身体の動き
○コミュニケーション

※�各教科等を合わせて指導を行うなど、知的障害のある児童生徒の学習上の特性等を踏まえて指導する。
※�道徳、特別活動及び総合的な学習の時間については、障害等に配慮しながら、小学校、中学校及び高等学校に準じ
た内容を指導する。
※�小中学校等に準じた教育課程を編成する特別支援学校においては、障害等に配慮しながら、幼稚園、小学校、中学
校及び高等学校に準じた内容を指導する。

特別支援学校高等部
第１章　総則
第２節　教育課程の編成
第１款　一般方針
３�　学校における体育・健康に関する指導は、生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行
うものとする。特に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康
の保持増進に関する指導については、保健体育科の時間はもとより、家庭科、特別活動、自立活動などにおいても
それぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との連
携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力
ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなければならない。

第
２
章　

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
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知的障害である生徒に対する教育を行う特別支援学校高等部

教科 学年 目標・ねらい等 内　　容　　等

社　
　
　
　
　

会

高　
　
　
　
　

全

　社会の様子、働きや移り変わり
についての関心と理解を一層深
め、社会生活に必要な能力と態度
を育てる。

「きまり」
１段階
⑵�　社会や国にはいろいろなきまりがあることを知り、それらを適切
に守る。
２段階
⑵�　社会の慣習、生活に関係の深い法や制度を知り、必要に応じて生
活に生かす。
「公共施設」
１段階
⑶�　生活に関係の深い公共施設や公共物などの働きを理解し、それら
を適切に利用する。
２段階
⑶�　公共施設や公共物などの働きについての理解を深め、それらを適
切に利用する。
「我が国の地理･歴史」
１段階
⑸�　我が国のいろいろな地域の自然や生活の様子を理解し、社会の変
化や伝統に関心をもつ。
２段階
⑸�　地図や各種の資料などを活用し、我が国のいろいろな地域の自然
や生活の様子、社会の変化や伝統を知る。

理　
　
　
　
　

科

高　
　
　
　
　

全

　自然の仕組みや働きなどについ
ての理解を深め、科学的な見方や
考え方を養うとともに、自然を大
切にする態度を育てる。

「人体」
１段階
⑴　人の体の主なつくりや働きを理解する。
２段階
⑴�　人の体の主なつくりや働きについての理解を深めるとともに、人
の成長や環境とのかかわりについて関心をもつ。
「事物や機械」
１段階
⑶�　生活に関係のある物質の性質や機械・器具の構造及び働きについ
て理解し、適切に取り扱う。
２段階
⑶�　様々な物質の性質や機械・器具の種類、構造及び働きについて理
解し、適切に取り扱う。
「自然」
１段階
⑷�　自然の事物・現象についての初歩的な理解を図るとともに、自然
と生活との関係を理解する。
２段階
⑷�　自然の事物・現象についての理解を図るとともに、自然と生活と
の関係について理解を深める。

職　
　
　
　
　

業

高　
　
　
　
　

全

　勤労の意義について理解すると
ともに、職業生活に必要な能力を
高め、実践的な態度を育てる。

「道具･機械等の取扱いや安全･衛生」
１段階
⑵�　道具や機械の操作に慣れるとともに、材料や製品の扱い方を身に
付け、安全や衛生に気を付けながら作業や実習をする。
２段階
⑵�　いろいろな道具や機械の仕組み、操作などを理解し、材料や製品
の管理を適切に行い、安全や衛生に気を付けながら正確に効率よく
作業や実習をする。
「機械･情報機器」
１段階
⑺�　職場で使われる機械やコンピュータ等の情報機器などの簡単な操
作をする。
２段階
⑺�　職場で使われる機械やコンピュータ等の情報機器などの操作をす
る。

家　
　
　

庭

高　
　
　

全

　明るく豊かな家庭生活を営む上
に必要な能力を高め、実践的な態
度を育てる。

「家庭生活に関する事項」
１段階
⑷�　被服、食物、住居などに関する実習を通して、実際的な知識と技
能を習得する。
２段階
⑷�　被服、食物、住居などに関する実習を通して、健康で安全な生活
に必要な実際的な知識と技能を習得する。




